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基本的人権であること（前林 2008：48 頁；田中 2006：247 頁）、②困難に陥る弱者に手を差し伸
べるのは人道的であること（内海 2001：7 頁）、③格差を是正するのは援助者の歴史責任である
こと（小松 2016：4 頁）、そして、④教育開発は依存し合う国益の確保に資する活動であること
（山内 2007：4 頁；志賀 2008：84−85 頁）、である。  
越境の目的について、教育開発は被援助者を善くしようとする援助者の働きとして捉えられる
が、ここにおける「善さ」の定義は研究者によって異なっている。「善さ」は「平和」（内田 2010：
74 頁）、「自助努力」（澤村 2007：50 頁）、「内発的発展」（江原 2003）、「持続可能な開発」（北村
2015）として捉えられることがある。  
越境の暴力について、同化という暴力の発生を根絶するために、教育開発に携わる者はいかに
教育開発の脱政治化を行いうるか（北野 2011；佐藤他 2017：141−142 頁）、被援助者の主体性を
いかに尊重しうるか（佐藤 2016：44 頁；小川他 2008：29 頁；関根 2015：257 頁；下村他 2016：
290 頁；寺尾・永田 2004：iii−iv 頁）、被援助者のニーズにいかに傾聴しうるか（ノラン 2007；佐






















































Ⅳ.本論の要約（第 1 章〜第７章）  





















































































































































う「教育における強制（ the coercion in education）」を自覚するスピヴァクは以下の問い、即ち、
教育者はいかにして教育開発における暴力を合理的に活用し、被教育者を教育するかを提起する。 
 










のは階級分離を固定する線を揺り動かすことができない（Spivak 2006, p.40=45−46 頁）。サバルタ
ンが多重のイデオロギーに左右されてしまうために、彼らの想像力は消えた（スピヴァク 2009：






















Intellectuals）」によって教育されなければならない（Spivak 2012, p.7；Spivak 2014, p.144）。スピ
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